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矢野勝光山の地質とろう石鉱床にっいて

松 本 寛 造

On　the　Geology　and　Pyrophyllite　Deposits　of　the

　　Yano　Sh6k6zan　Mine，　Hiroshima　Prefecture

　　　　　　　　By

Kanz6　MATSUM〈）TO

　　　舶§猟ムc㌘：T難¢Yane　S難6k6za簸雛三簸c　k欝b¢e捻k総。w轟fbぎPぎ◇d照1。n　ef　pyrephyll三重e鐙㈱

　of　the　important　deposits量n　Japan．

　　　The　geology　appear¢d　in・the　environs　of　the　min¢compos¢s，　from　the　basement　to　the　upper

・hor三zon，　of　the　Pa！e◎zo三c　fbrmatl◎総，鋤desit三c　rocks，　dac三tic　rocks（mainly　lava　fiOW），やyroc韮ast葦c

dac呈塾蓋cτocks（c◇総£al捻葦確sphe澱撫三c　lava飛ows），　shale　a轟d　crystall三捻e聡par三重1c　mcks，　a瓢o鍛g　wh量ch

the　volcanic　series　rnight　have　been　of　the　late　Mesozoic　in　age，　accompanied　with　the　granite・

　porphyry，　dior三te，　and　dikes　of　quar雛porphyry　and　of　andesit¢，　intruding　3難of　the　fbrmer　fbr鵬a咀

重董o捻s。

　　The　deposits　are　in伽red　to　have　been　produc¢d　restrictively　in　sorne　horizon，　that　is，　especially

in　the　part，　interca！ated　with　spherulitic　lava　How，　of　the　uppermost　pyroclastic　dacitic　formation．

　Tぬerelate《叢fOrmat葦◎擁S　are　reC◎9総ize（至br◎ad裏y　S縫bjeCte｛至重O　hydr◎tぬe調ma韮爲！terat董◎鍛S　S疑Ch　aS　S難葦C響

三ficat三◎捻，　ch1・r漉at葦・箆，　pyr三t三zatien　and　h．ematitizat三。簸・

　　　The　pyrophyllite　deposits　included　in　the　formati。n　eoncerned　bear　a　nearly　lenticular｛b㎜

with　dimension　of　150～250m　in　length鋤d　2◎～6◎m三n　w玉dth　as　we鷺as　a　tre訟d，　parallel　to　the

format三〇総，　of　N45°～70°£i織s撚ke　w嚢h　d圭p◇f　S玉◎°～40°co三総c三d圭難g　w圭th　tha象《》f塾he】mother　rock§，

and，　howeveらare　observed　often　cut　by　faults　after　rnineralization．

　　Both　Takinotani　and　Nishiyama　No．3pits　are　now　being　deveioped．　Genetica疑y，　the　ore　de．

　pos髭s圭捻犠uest三◎登a罫c　be羅ev¢d　to　kave　bee総pr（x葦犠ced　thぎo縫gh　a　s《》粍of矯e象as（｝τ織at呈sm　acceRtuated

　by　the葦ro籍1each：ng　as　a　result　of　the　action　of¢P1山ermal　solut1on．　In　the　or（うbodies　here　dealt

wlth，　mineralic　constitu¢nts　are　found　arranged　symmetrically　and　zonally　fめm　the　central　part

towards　the　upPcr　a総d三◎wer　s戴¢s　b¢tw¢¢籍b◎亡h　wa匪ls葦韮煽e　fb難owl蕊9◎rδ¢r：

　　MalRly　pyrophyl撫呈2¢d　zo簸e〈centra！　part），

　　Pyrophyllitized　zone　bc釦ring　diaspore，　corundum，　boehmite　and　sericite，

　　　Zon¢composing　mainiy　of　kaolinite　and　a貰unite，

　　　Z㈱三卿ぎε9職edw泌三どo轟鵜：欝a！§，a総d

　　Silic至fied　zon¢and　ch！oritized　zone（outermost　part）．
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1．序 言

　広島県庄原露川脚町の勝光山ろう石地帯は岡山県和気郡三石町のろう石地帯と共に古くよ

り本邦の重要なろう石鉱床地帯として知られ，すでに多数の研究者により地貿学的および鉱

物学的研究が行なわれた。特に岩生周一，上野三義らは1951年頃よりろう石偲岩の変質なら

びに鉱物の配列について明らかにしたが，ろう石鉱床胚胎の地質学的条件に関してはなお多

くの問題点が残されていた。1960～1961年に至り，木野崎吉郎は中国地方のろう石鉱床が各

地区毎に一定の層準に1胚胎することを指摘したが，一方時を同じくして酉日本中生代後期の

火戒活動の研究が進展し，特に古田博直（1961）の中国地方中生代後期の火由活動に関する火

山層序学的研究により，ろう石鉱床賦存の地質学的条件が少しずつ確認されて来た。本稿で

は勝光山地区特に矢野勝光山鉱山におけるろう石鉱床胎胚層準の確認と鉱床形態にっいて論

述すると共に，各種ろう石鉱石および鉱物の現出様式についても1氾載した。

II，矢野勝光山の概要

1．　位置・交通

　勝光山は広島県庄原市の市街地北方8kmの川北町地内にある。鉱床は勝光山南斜面一；ll｝

に広く分布し，山元までは芸備線備後庄原駅より13k擶でトラック道路を通じている。

0　10　20304050krn

第1図　勝光山位置図

2．　地　　形

　勝光山は標高947．4m，庄原盆地の北部につらなる丘稜地帯の北限にそびえ，その北斜面

はかなり急傾斜で比和の盆地に下る。勝光山付近に発逮する北北東一南南西走向の河谷は恐

らく同方向の断層に親制されてできたものと考えられるが，束西方向にもかなり顕箸な断層

があり，小規模なけい谷が形成されている。
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3．　沿　　輩

　勝光山地区においては，ろう石は1900年頃より地元民により石筆石として小規模に鋸引

きされていたと伝えられ，現在も良質露頭付近にその採取跡が認められる。191◎年頃よりろ

う石が耐火物およびクレー等の原料として利用されるに至り，露頭付近の採掘稼行が始めら

れた。株式会社勝光山鉱業所に所属する鉱区は勝光山の南斜面の中央部に位置し，1965年に

は年閥約83，　000トンの出鉱を見ている。

謝　　辞

　本研究中とくに御懇切な御指導を賜わvた広島大学前教授の木野崎吉郎先生，また種々適

切な御助言を与えられた今村外治名誉教授，梅垣卿治教授，小島丈児教授，秀敬博士，吉田

博直博士，添田品博士，岡山大学の逸見吉之助教授，光野千聯博士に対して深謝の意を表す

る。またこの研究は株式会社勝光山鉱業所の鉱山部および研究部の同僚諸兄の協力と多大の

援助によったものである。これら各位とこの研究の機会を与えられ，かつ発表を許可された

会祉に対しても厚く御礼申し上げる。

1皿．地質にっいて

A．概　　要

　勝光山の北側一帯には安山岩類（溶岩を主とし，凝灰岩をはさむ）が東西に長く露出する。

これを整合的におおって，走向N45°～70°E，傾斜S10°～40°の酸性安山岩類（主として凝

灰岩質累層）が山頂から南斜面に分布する。さらに上位には頁岩・凝灰岩の互層を局部的に

はさみ，部分的に角礫をもった流紋岩質凝灰岩が不整合の関係に重なっている。以上の火山

岩類は北縁および南縁をそれぞれ花醐斑岩および石英閃緑岩によって貫かれ，内部では石英

斑岩・安由岩の小岩脈（幅5～3◎m）の貫入が見られる。

　以上の諸火山岩類は全体的に珪化・緑泥石化。絹雲母化・硫化鉄鉱染を受けている場合が

多いe前記諸岩類を不整合におおって局部的に新第三紀層の砂岩・礫岩の薄層および最大径

数cmの円礫をもった山砂利層がある。さらに地区全体は通称キビドロと呼ばれている新ら

しい酸性火山灰に，またその上は通称クmuフクと呼ばれる黒色土におおわれている。

B．各　　論

1．　安山岩類

　勝光山の北側斜面に束西に分布し，本地区火山岩類の最下底をなすもので，溶岩流を主と

し，同質凝灰岩を挾在する。外観は暗緑色で，鏡下では角閃石，斜長石の斑晶が見られ，角

閃石は特に緑泥石化を受け，また全体的に緑泥石化・緑簾石化・絹雲母化作用を受けている。

2．　酸性安山岩類

　下部の安山岩類とは恐らく漸移整合関係にあると考えられる。勝光山南斜面では，秋国一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たていれ
界谷，秋国一西山および西山一滝之谷道路の西半部，四山3号鉱体の立入下盤側等に露出し，

下部より上部へ流理構造を呈した酸性安山岩溶岩・同質凝灰岩・同質火山礫凝灰岩・円礫を
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もった屈灰岩・球穎状酸挫安山岩と変化する。ここには一括して酸性安山岩類としたが，概

して上部ほど酸性度が高い。外観は一般に緑色～暗緑色を呈するが，下部の酸性安山岩溶岩

および球穎状酸性安由岩には赤紫色を呈するものが多い。これらは全般に珪化・緑泥石化・

組雲母化・緑簾石化・黄鉄鉱鉱染作用を受け，特に鉱床付近で著しい。鏡下では斑晶はあま
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第2図　勝光山付近の地質1割

り多く見られないが，半肉形を呈した斜長石と融蝕されたきわめて少量の石英があり，石基

はガラス質のものおよび石英・長石の細かく結晶したものである。球瓢状岩では石英・放射

状の斜長石よりなる直径0．5～2mm大の球願が含まれ，また少量の石英や斜長石の斑品も見

られる。

　以上の1．安山岩類および2．酸挫安山岩類は吉田博直（1961）の吉舎火山岩類（下部白羅紀）

に対比される。なお従来硯石統と言われているものは吉舎火山岩類の下位に当る。
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3．　流紋岩質凝灰岩類

　酸性安山岩類を一部整合に，大部分は下部岩類を不整合におおっていると考えられる。す

なわち矢野勝光山の割谷沢西部では，下部の酸性安山岩類より上部の頁岩・凝灰岩（小円礫

をもった部分あり）・流紋岩へと整合的に移化するが，滝之谷鉱体の上盤側における鉱化帯

と本岩類との接触関係および秋国一比和問の県道ぞいや界谷來部の山頂部における本岩類の

分布様式等は下部の酸性安山岩類に対して不整合関係であると考えられる。

　下部には原い所で約10mの頁岩層をもつが，多くの揚合は数mかまたは凝灰質砂岩の薄

層と互層し，上位へは火山礫凝灰岩に移行する。また本岩中にもわずかに小円礫をもった凝

灰岩の0．5～2m位の薄層をはさむ。外観は青黒色を呈し，石英の斑贔と下部岩類の角礫を

もっているのが特徴である。鏡下では半自形で融蝕された石英と斜長石・黒雲母の斑晶を有

し，石基は珪長質の微品よりなる。本岩類は鉱床の上盤をなすことが多く，弱い緑泥石化・

珪化・絹雲母化あるいはろう石化・黄鉄鉱鉱染をうけることがある。また滝之谷西部地区で

は節理に沿い，ハロイサイトの小脈をもっている。本岩類は吉田博直（1961）の高田流紋岩

類（下部白亜紀最上部）に相当するものと考えられる。

4，　花岡岩類

　前記火山岩類の北縁，南縁および來縁，すなわち比和町三河内・川北町秋国・西城町三田

付近に無雲母角閃石花醐岩ないし花嵩閃緑岩（斑岩質部を含む）が前記岩類を貫いて分布し，

接触部近くでは熱変成作用をあたえている。これらは岩株状の形態を呈している。これらの

深成岩類は吉田博直（1961）が吉舎一高田火山活動に密接に関係するとした井原市深成岩群

に対比される。主要ろう石鉱床が花歯岩体から離れて分布しているため，両者の関係は確認

しにくいが，少なくとも大部分の花醐岩はろう石鉱床よりも後期に貫入したものと考えられ

る。

5．岩脈類

　西山3号鉱体東部・紅葉谷（萩原口鉱体付近）では酸性安山岩類中にN10°～20°E方向の

角閃石石英斑岩の幅20～30mの岩脈が見られる。滝之谷西部では流紋岩質凝灰岩類中にも

貫入した石英斑岩・安山岩の小岩脈が見られる。西山の岩脈で，鉱床付近のものはわずかに

絹雲母化・葉ろう石化作用を受けている。

6．第三系

　滝之谷より大津恵に越す峠付近に，酸性安山岩類を不整合に被覆する砂岩・礫岩の薄い互

層が見られる。その中にビカリヤの産出が伝えられた。礫としてろう石化岩も含まれている。

7．第四系

　西山一滝之谷道路ぞいで割谷沢の奥に，径数10cmの礫をもった礫層が酸性安山岩質凝灰

岩を不整合に被覆して，わずかに露出する。また川沿いに河爆段丘状にろう石の礫をもった

神積屑が処々に分布する。上記諸岩類の風化面上に，黒雲慨をもった厄さ1～2mの軽石を

含む酸性火山灰で通称キビドロと言われる地層が広範囲に分布する。
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　　　　　　　　　　　　C．火山岩類の層序と構造について

　当地域の火山層序は第3図に図示した模式柱状図としてまとめられる。これら火山岩類は

陸成層といわれている。鉱区内に好露出の部分もあるが，全般に露出不良で，各層内の構造

は群細には判別しにくい。流紋岩質凝灰岩と酸性安山岩類とは大部分不整合関係にあり，一

部は見かけ上整合状態を呈する。

　構造については，層理は，全般的には走向N45°E～EW，傾斜S10°～40°で，滝之谷鉱

体の北縁に見られる北へ急傾斜のEW性断層とそれを切るN15°E～NSの断層によって切

断されており，断脳付近では走向・傾斜は乱れている。滝之谷鉱体北緑の弱変質酸性安山岩

類がろう石鉱床の見かけの上部に存在する班実および橋本口・萩原口北部の酸性安山岩類の

柱状　図 時代および岩質
ろう石化帯
の　膚　準

吉田博直（1961）

の区分との対比

享ノ1生　界

V　　V　　V　　V
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第3図　勝光山地方の火山層序模式図

現出状況等に基づき，顕著なEW性断層付近には束西方向を軸とし，南に倒れた小背斜構

造が存在するものと考えられる（第4図および第5図参照）6

IV．ろう石鉱床について

A．概　　要

酸性安山岩類は，広く珪化作川を受け，勝光山の南斜面に露出する。それらの中で，角礫
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凝灰岩（火山礫凝灰岩）の上部層は，球穎状岩とともに特に変質を受けて，ろう石化してい

る。滝之谷ではそれを被覆する流紋岩類にも下端部では多少変質作用を受けた部分がある。

現在開発中の滝之谷鉱体および西山3号鉱体や数十カ所に見られる鉱床露頭はいずれもこの

層準中（特に球穎状岩層）にある。それらは広い分布を示す赤鉄鉱・硫化鉄鉱染と珪化の甚

だしい変質帯中で特に脱鉄とアルミナの濃縮した部分である。稼行対象となる鉱体のひろが

りは，走向ENE－－WSW，傾斜S10°～40°で，母岩の層理とほぼ平行しているが，局部的に

は斜交する場合もある。形態は走向延長150～250m，厚さ80～110m，傾斜延長70～100m

のレンズ状をなす場合が多い。

B．滝之谷地区の鉱床

1．　概　　要

　滝之谷鉱体は，勝光山の南斜面で山頂より南東方向約1000m付近（庄原市川北町界谷），

標高520～620m一帯を中心に分布し，本地区最大の既開発鉱床で，現在では露天階段採掘

によって月間約6000トン（1965年）の出鉱を見ている。1951年頃までは鉱体の比較的下部

の良質ろう石露頭より数段の西向き鑓押し坑道により採掘していたが，120m位の所で硫化

鉄鉱鉱染および珪化の甚だしい部分に当り，それを約30m鑓押しして，良質ろう石の膨張

部に到達した。またほとんど同時に上部剥土作業により地表近くでは良質部が東西に断続し

ながら連なっていることを確認した。

　鉱体の規模は，東西約200m，南北水平幅約100m，上下約100mで，北・西側は鉱床生成

以後の断層により限られているが，この断層線にそって主ろう石化作用よりも後期の絹雲母

化・硫化鉄鉱染作用が認められる。1961年に探鉱された滝之谷鉱体上部の764坑鉱体およ
　　　さしかわ
び南の差川鉱体もほぼ同じ性状を示している。これらは滝之谷鉱体とほぼ同一層準（764坑

鉱体は僅かに下位）にあったものが断層によって切断されたものと考えられる。

2．　地　　質

　滝之谷鉱体付近一帯の火山岩類は，上盤側の流紋岩質凝灰岩の一部を除いては，ほとんど

すべて甚だしいろう石化変質作用をうけ，原岩の詳細な決定は困難である。しかし付近の地

質およびわずかに残された原岩の角礫状の外観等と鏡下に見られる残留石英や残留構造等に

よって，下盤側より酸性安山岩質火山礫凝灰岩・球穎状酸性安山岩・同質凝灰岩（角礫をも

っ部分あり）が重なり，さらに上盤側に頁岩・凝灰岩の薄層から流紋岩質凝灰岩となること

が知られている。ろう石化作用は大略球穎状岩類を中心として上下に及んでいる。球穎状岩

は滝之谷鉱体の下盤側および764坑鉱体の上盤側に向って変質度を減じ．もとの構造を残し

たものが認められる。

　滝之谷鉱体の上部では，北へゆくにつれて南傾斜から垂直さらに北傾斜と変化し，北端部

では下位の弱変質部が逆転して見かけでは上位にのる（第4図と第5図の’A－B断面参照）。

　滝之谷地区の鉱床層準は，断層の北側ブロックでは西山地区鉱床の西山3号鉱体等の東方

延長部屑準に対比され，断層の南側ブロックよりわずかに下位層と考えられる。このEW性

断屑を復元すると，断層付近には束西方向を軸とし，°南に倒れた小背斜構造が存在する。
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3．　鉱体の賦存状態

764坑鉱体と差川鉱体は未開発ながら大略滝之谷鉱体と同様と考えられるので，

r
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第5図　滝之谷鉱体付近の地質鉱床図
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について群述する。その地質と賦存状態は第5図に示す通りである。顕著にろう石化作用を

受けた部分の層厚は約70mで，その中の上下盤側約10mは，含鉄鉱物による汚染が甚だし

く，珪酸分の多い部分のあるろう石化帯である。この鉄鉱物は，下盤側では一般に硫化鉄，

上盤側では赤鉄鉱の形をとる場合が多い。その色調より“くろばん”と呼ばれる下部のもの

は現段階では鉱石として扱われない。下盤側はほとんどの場合0．1～1m幅の断層性カオリ

ン，ろう石粘土をもってくろばんと接触する。下盤側のttくろばん”は珪化・絹雲母化され

た球穎状酸性安山岩に漸移するが，上盤側では珪化・ろう石化岩が直接弱変質頁岩または流

紋岩質凝灰岩の下部層に接している。鉱体の西端は，走肉N10°E，西に急斜する正断層で切

断されて南へ約100m移動し，断層を境いとして流紋岩質凝灰岩に接する。この岩類は，接

触部付近では原岩の構造をほとんどとどめず，細雲趾化・硫化鉄鉱染および緑泥石化を受け

ている。束部は南北方肉の谷に鋸出している。南部では地層に平行にほとんど水平に横たわ

るが，上下盤側が，一体となってせん滅するかのように，谷地に露出している。その延長方

向では再び膨脹して差川・中山の鉱体になるものと思われる。北部はEW性断層に切られ

ており，断脳付近の鉱体上部は逆転して北傾斜となり，層序的に下位の弱変質部に覆われ

る。鉱体と絹雲母化を主とする弱変質部との接触部は白色粘土または硫化鉄鉱染粘土（絹雲

母を主とする）をはさんでいる。鉱体中央部では，540mレベル（＃O）より560mレベル（＃20）

位まで束西約30mの間に，また600mレベル付近に帰部的に硫化鉄鉱染を甚だしく受けた

部分がある。鉱体内ではNSおよびEW系の小断層がかなり多い。

4．　産出鉱物とその現出状態

第1表　滝之谷鉱体における鉱物現出状況

産　　出　　鉱　　物
現

出
場
所

葉
ろ
う
石

ダ
イ
亥
ボ
ア

べ

1
マ
イ
ト

カ
オ
リ
ン

絹
婁
母

明
ば
ん
石

赤
鉄
鉱

黄
鉄
鉱

緑
泥
石
石
英

変質帯名称

変
質
帯
層
1
享

● 弱変質流紋娼類

1 巳
ミ ｝ 珪化・鉄鉱染帯 5～10m

； 騒 3 珪化・カオリン化・明ば柘燈 10m

■ o
3 ： ： 葉ろう石化・絹雲母化帯 10m

上盤側

　　　　；

　　　　：

　　　　！

　　　：

　　　　｝

　　　　：

　　　　：

　　　：

下盤側

■
○

3
3
：

旨
；
～

㌃
｛

！
9

ミ
！ 薬ろう石化帯 40m

75

ぞ
響

、

1

2 o ：
， 黙　ば　ん　帯 10～30m

！
●

弱変質酸性安山堵類

　備考第5図との関係。本表の珪化・鉄鉱染帯と無ばん帯は第5図の含鉄珪化ろう石化岩に，珪化

・カオリン化・明ぱん石化帯はカオリン化・明ばん石化岩に，葉ろう石化・絹磐母化帯はろう石化岩

に，葉ろう石化帯は良質ろう石化岩にほぼ対応する。
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　鉱体および母岩の変質生成鉱物は，葉ろう石・石英を主とし，ダイアスポア・ベーマイF・

カオリン族鉱物（ディッカイト・カオリナイト・ナクライト）。明ばん石・絹雲母・長周期

粘土を産出し，これらの組合せにより種々の工業原料鉱石となる。鉱石の不純物として，黄

鉄鉱・赤鉄鉱および緑泥石等が見られる。これら鉱物の現出状態を模式的に示すと，第1表

のようになる。

　各帯の内容はほぼ次の通りである。

　弱変質流紋岩類　斑品長石と石基がわずかに珪化・絹雲母（ごくわずか葉ろう石）化。緑

泥石化作用を受けているが，原岩の構造は明らかである。

　珪化・鉄鉱染帯珪化，赤鉄鉱・黄鉄鉱による鉱染および葉ろう石化，カオリン化を主と

し，原岩構造はほとんど不明であるが，角礫状部のみが緑色の葉ろう石となることがある。

　珪化・カオリン化・明ばん石化帯全般に珪化作用を受け，またディッカイト（武司1958

によれば，多量のナクライトを含む）・カオジナイト・葉ろう石。ダイアスポア。明ばん石

化された珪質ろう石帯である。ディッカイト・カオリナイト・明ばん石は，ふっう厚さ2～

3mのレンズ状で，母岩の層理と見られる方向に膨縮しながら賦存する。またカオリンには，

幡2～3mmから鏡下で認められる位の細脈となって品出したものもある。ダイアスポアに

は白色で自形を呈するものもあり，鏡下ではカオリンに浸蝕されていると観察されるものも

ある。

　葉ろう石化・絹雲母化帯珪質ろう石化部もあるが，葉ろう石を主とし，カオリン鉱物・

絹雲母が密に混在し，また藤色のダイアスボア密集部が3～2◎搬題大の不規則な模様をなし

て見られる。この部分を鏡下で見ると，30μ位の針状のダイアスポアが密に重なり，その間

を葉ろう石・カオリンが充填している。また葉ろう石集合体中の白色不透明で形状不規則な

　　　　‘

翻　説
　　　o　　　　霊o　　　ao麟顕’

〔コ淡緑色葉ろう石（僅かにカオリン）集禽部．

■■藤色ダイアスポア密集部

囲べ一マイト・カオリン集合部（白色不透明）

es　6図　藤色ダイアスポア。ベーマイトの産状図

小片中にベーマイトがカオリンと密に混在している（第6図参照）。この帯には厚さ30cm位

の東西方向に延びた白色粘土脈および南北方向の小断層にそう淡黄緑色粘土脈で，葉ろう石

・ 絹雲母・カオリン・ダイアスポア・長周期粘土を混じた粘性の大きい部分が見られる。

　葉ろう石化帯葉ろう石を主とし，その含右量は上盤側より無盤側に漸増の傾向を示す。
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共生鉱物は石英・ダイアスポア・カオリンである。この帯中で黒盤のすぐ上部に2カ所白ろ

う石と称する幅数mのレンズ状部が産出する。この部分は白色～灰色の葉ろう石70％，30μ

位の粒状ダィアスポァ25％，他はカオリンよりなり，わずかに明ばん石を含む。

ゲ
、

O　　　　　lo　　　　30饒繭 （ロ）

口葉ろう石（僅かにカオリン）集合部

■■藤色ダイアスポア集合部

　　　第7図　紋型ろう石の産状図

　白ろう石の上位部では淡緑色の葉ろう石中に，藤色のダイアスポアが策7図に示すような

集合形態で産出し，図の（イ）を小紋型，（・）を大紋型ろう石と呼ぷことがある。鏡下ではこのダ

ィァスポァはモザイク状の結品を示すことが多く，葉ろう石で浸蝕されている。また原岩の

斑品状石英と思われるものの残留することがある。なお葉ろう石化帯では，上紀のように珪

化作刑による二次的石英をほとんど含まない。

　黒ばん帯石英・葉ろう石を主とし，少旦のダイアスポア・絹雲母・カオリンを含み，微

細な黄鉄鉱の鉱染によって甚だしく灰無色を呈する。

　弱変質酸性安山岩類　鉱床のごく近くでは原岩の構造は認めにくく，角礫凝灰岩質なもの

に漸移する。漸移部のものは鏡下では球穎状部および長石の一部が珪化・葉ろう石（絹雲母）

化を受けている。変質部は珪化。葉ろう石化・絹雲母化・緑泥石化と共に黄鉄鉱鉱染を受け，

またeンptsのモンモリ゜ナイトと思われるものを生じ焔髄あり・腱に斜交した艶

変質岩化部が認められる揚合もある。

C．西山地区の鉱床

1．概　　要

　勝光山の南斜面で，山頂部よりi寺∫來方向に標高1680mまでの一帯では，ろう石化された露

頭が多く見られる。そのうち西山3号鉱体は，山頂の南方約500m，標高680m～780m－；1｝

を中心として位置し，かっては滝之谷鉱体と同様坑内採掘であったが，現在は露天採掘を主

体として月間約1000トン（1965年）を出鉱しており，コランダムを含むろう石を産出する。

　1937年頃よりかつて石筆石が採取された西斜面露頭付近より來に向かって鑓押探鉱およ

び採掘が行なわれ，延長約150mで鉄鉱物鉱染部ならびに弱変質石英斑岩にあたり，1961年

この斑岩を50m切って再び良質鉱に蔚き，現在東部延びの方向に掘進中である。また同年

劒土作業により確認されたところによれば，その走向N60°～70°E，傾斜約40°Sで，規模

は東西約170m，南北水平1隔約100m，上下約100mである。
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　西山3号鉱体の束部に位置し，西山4号・同5号・同6号と呼ばれた露頭のある西山東地

区，南西部の西山1号露頭地区，北部の中村口露頭地区，南部の萩原口鉱体，橋本口鉱体等

は，現在未開発であるがほとんど同一層準のもので，北部はわずかに下部，南部はわずかに

上部の層準のものと考えられる。

　2．地　　質

　地表一帯はすべて甚だしいろう石化作用を受け，原岩の詳細な決定は困難であるが，角礫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たていれ
状および球穎状構造の残留状況ならびに立入坑道での下盤母岩と萩原口付近での下部のボー

リングの資料等によって，下盤側原岩を火山礫凝灰岩層を含む酸牲安山岩質凝灰岩，上盤側

を球願状酸性安山岩，および凝灰岩と判定した。下盤側では明らかに層理をほぼ垂直に横切

って白色変質岩化された（石英・絹雲母を主とする）部分が存在する。橋本口の一部を除い

ては流紋岩質凝灰岩は見られない。球穎状岩はすべてろう石化作用を受け，また赤鉄鉱鉱染

N
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第8図　西山3号鉱体付近の地質鉱床図
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を受けることが多い。西山3号鉱体の來部には，幅30m位の角閃石石英斑岩岩脈がNS方

向に延び，一部は岩床状に貫入したと考えられるものもある。この岩脈は南へは萩原口地帯

を経て鉱区外に至り，北部へもかなり延びているようである。しばしば断層に切断され，鉱

体と接する部分ではわずかに変質作川を受けている揚合がある。

3．　鉱体の賦存状態

　酉山地区で開発の最も進んだ西山3号鉱体について述べれば，顕著にろう石化作川を受け

た層原は90～110mに及び，地表近くでは上下盤側とも鉄鉱物による鉱染部があり，特に上

盤側では惇さ40mの赤鉄鉱鉱染帯をもち，良質部は幡20m位であるが，地衷より約60m

下位の680mレベル（＃100）では約40mとなり，660mレベルでは硫化鉄鉱鉱染部中に不規則

に足をllSしたような形になっている。鉱体の北側は変質酸性安山岩質火山礫凝灰岩と漸移し

たり，滑り面または明瞭な境をもって接している。南側では鉄鉱物を鉱染したろう石化岩が

広く露出している。西側への延長部では鉄鉱物鉱染部が多くなり，その先は未確認である。

束側への延長は鉄鉱物鉱染部および石英斑岩岩脈に限られ，その先はNS方向の断層でわず

かに南にずれ，西山束地区の鉱床に続くものと考えられる。

4．　産出鉱物とその現出状況

　鉱体および舞岩の変質生成鉱物は滝之谷の場合とほとんど同様で，三kに異なる点はコラン

ダムを産し，ダィアスポアが少ない。また上下盤側に特に甚だしい珪化帯もなく，カオリン

化・明ばん石化帯の顕署なものも認められないが，西山來地区ではこの部分がきわめて顕著

に認められる。変質生成物は鉱体内では一般に均質で，薬ろう石を主とし，石英の混合した

第2表　藺lll　3号鉱体における鉱物現出状況

現
産 出 鉱 物

変

出
場
所

葉
ろ
う

ギ
亥
ポ

コ

ラ
ン
ダ

べ

8
マ
イ

カ
オ
リ

絹
璽

明
ば
ん

赤
鉄

黄
鉄

継
泥

石

変質帯名称
質
帯
膚
厚

石 ア ム ト ン 母 石 鉱 鉱 石 英

上盤側 ：
1

； l
l

3
己

唇

●

弱ろう石化帯 十40m
1 ： ● ，

●

1
， ： ： 1

1

2
1

十
9
01

1 こ

も ： 竜
1

葉ろうイi化帯 20～40m 80
暫 1 1

m1 亀

o
■ 亀

o 、

：

｝
o

： ：
’ 弱ろう石化帯 0～30m

下盤側 ● 1 弱変質酸性安山岩類

　備考　第8図との関係。本表の弱ろう石化帯は第8図の含鉄珪化ろう石化腸と珪化ろう石化岩に，

葉ろう石化帯は良質ろう石化岩にほぼ対応する。
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ものが多い。これを模式的に示すと，第2表のようになる。

　第2表に示したようにmuランダムは上下盤側において石英を含まない軟質淡緑色～白色の

ろう石の地の中に濃青色で虎の縞のような状態で産出することが多く，通称虎石と言われる。

また2～3mm大の点紋状に，時には数mm大の玉状および策7図に示す紋型の産状を示す

場合もある。弱ろう石化帯および強ろう石化帯中においても，脈状または不規則なポケット

として産する部分があり，また珪酸分の多い石英質ろう石中にも散点することがある。鏡下

では細粒状のコランダムが散点し，一部ダイアスポア化し，その間を葉ろう石が充旗浸蝕し

ているのが観察される。

　上盤側の弱ろう石化帯中に特に顕著に絹雲億化された部分がレンズ状に胚胎することがあ

る。

D．鉱床串における鉱物の配列と贔11｛について

　勝光山のろう石鉱床における累帯配列についてはすでに岩生，上野両氏により述べられた

が，滝之谷・西山3号の両鉱体における鉱物の産出状況を模式化すれば，第9図に示すよう

、

（1）帯

（2）帯

（3＞帯

（4）帯

（5）帯

Eコ繊質囎
圏瑳化作用を著しく受けた部分

皿赤鉄鉱・黄鉄鉱鉱染珪化ろう石化部

翅カオリン鉱物・絹ばん石を待徴的に含む部分

図葉ろう石を主としダイァスポァ（コランダム）を多く含む部分

田皿葉ろう石を三Eとする部分

囚弱獺醐

第9図　鉱物の対称累帯配列模式図

に，葉ろう石化帯申に中心線をもって，上下盤測に対称的に鉱物の配列が認められる。鉱物

の対称的配列については，すでに第1表および第2表に示した通りであるが，ここに言う対

称は現鐵鉱物種の分布傾肉を意昧したもので，量的には下盤側で策9図（3）帯が少ないかまた

は欠除することが多く，第9図（2）帯に関しては，一般に上盤側では赤鉄鉱，下盤側では黄鉄

鉱が優勢である。
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　鉱物の品出1頓序については，野外および鏡下の観察を基にして第3表のように要約される。

ただし葉ろう石と絹雲母の判別は困難である。晶出順序は一般的には高温→低温であるが，

ダイアスポアより高温生成と考えられている葉ろう石がほとんど常にダイアスポアの結品の

周辺や勢開に沿って交代しており，実際の鉱物晶出順序は高温→低温および低温→高温→低

温のような乱れがあったのではないかと考えられている。

　鉱物が対称的配列を示し，特に上下盤側に早期晶出の鉱物から晩期晶出の鉱物が共生し，

一見telescoped　oreの性状を呈しており，かつその配列が母岩の層理とほとんど一致する

第3表　鉱石鉱物の品出順序

コ ランダム ＿一■■■■幽一一

ダイアスポア 9－■一■■■■■■一●画｝一

鰻 ろ　う 石
一 ＿　爵　噛

絹 露
1
サ 卿　■P6■唱■■幽一　■陰一．　一

明 ば　ん
イ
i 一一■■■■■■■■■齢一　一。

　　　　　鱒●一　　　一　一一■　●　■

カオリン鉱物 一，ρ■■■■繭馳一，

べ

一・　一

一 マイ ト ●・一■■■■騨，●

石 英 噂　●

赤 鉄 鉱 9－　，　　　　　　　　　一一一●　一

黄 鉄 鉱 ロー一飼■■■■噛隔■■■．．．

緑 泥
イ
i 一　　一　　一　　，　，　　－　　9　，　° ？

巴竺空之イト ■

軸，飼．一＿噸．一・．．・》
o

隔　一 “

llし期　婚一一一一一一一一一
一一→晩期

現象は，ろう石化作川をもたらした鉱化剤が限られた地層内に噴出・浸潤して，アルカリ・

鉄・珪酸を溶脱し，温度降下・pHの減少と共にこれらの成分をおもに鉱体の上下盤側の周

辺部に移動・濃縮・沈澱させ，それに前後して残留のアルミナ・珪酸より含水珪酸アルミニ

ゥム，アルミナ酸化物，同加水物等を沈澱したために生じたもので，その際水と硫黄分の添

加も考えられる。しかも鉱化剤の流動は一回限りのものではなかったと思われる。

E．鉱体形成の時と場について

　ろう石鉱床は勝光山の南斜面に露出する酸性安山岩質岩類中，特にその上部の球願状岩を

もった層準中に存在している。ここに言う鉱床とはいわゆるろう石化作川を受けた岩層であ

る。鉱床は母岩の層理とほぼ平行した走向・傾斜を示している。しかしその層準のすべてが

良質の葉ろう石化作川を受けているのではない。こうした岩層中に滝之谷鉱体・西山3号鉱

体と呼ばれる脱鉄作用を著しく受け，アルミナの濃縮した部分が存在している。

　鉱床と岩脈類の関係については，流紋岩質凝灰岩中に貫入した粗面岩質岩脈・安山岩岩脈

は，分布位置から判断して，鉱床形成と関係がない。ろう石化層準中に貫入した石英斑岩岩
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脈群では，西山3号および萩原口でみられるように鉱体中の岩脈が鉱体と接した部分と時に

は岩脈の内部でわずかに弱い葉ろう石化を受けている。しかし主要な鉱化作用の行なわれた

場所はその貫入方向，接触面に支配されてはいない。

　ζの地方の花醐岩類は少なくとも大部分，安山岩。酸性安山岩。流紋岩類の噴出以後，お

そらく鉱床形成後に貫入したもので，一一部のろう石鉱床に対する熱の影響を除けば，鉱床と

成因的関係はないと判断される。その理由は，

　ω　ろう石鉱床はほぼある層準にそって分布するが，花樹岩類は前述の主鉱体より南北各

2km離れた付近に出現し，その貫入接触面はろう石化層準とは斜交している。鉱床との距

離，鉱床の帯状分布などの点から見ても花嵩岩体から鉱化剤がもたらされたとは考えにくい。

　（⑳勝光山北部の三河内ろう石鉱床（旧坑）は三河内の花樹閃緑岩体に近接して存在して

いるが，この鉱床にはこの地方の主要鉱床中にはほとんど産しない紅柱石をかなり産し，そ

の母岩は多少ともホルンフェルス化しているので，この鉱床は熱変成作用を受けていると考

えられる。

　ちなみにわが国におけるろう石鉱床の中で明らかに紅柱石を伴うものは，五島列島福江島

の鉱床で花醐岩質岩体中に産するとされているのを除けば，ほとんど花嵩岩質岩体に近接し

た位置の火山岩ないし堆積岩申に産する。木野鴎（1963）は木与（山口県）および熊野（広島

県）ろう石鉱床の紅柱石は花lkl岩類による熱変成作用によって生じた疑いが大であると述べ

ている。これに対して，近くに花崩岩質岩体の露出が認められず，しかも紅柱石を含むろう

石鉱床としては七曲および豊ろう（広島県）などわずかな産地が知られているのみである。

この紅柱石は初生的なものかあるいは潜頭の花縄岩質岩体の貫入による熱変成鉱物なのかは

明確には識別できない。一方紅柱石の熱水条件の合成安定に関する研究では，ROY，　D，　M，

（1954），R◎Y，　R．　and　E．F．　OsBoRN（1954＞およびRoy，D．M．　and　R．R◎Y（1955）のMgO－Al203

－Sio，一一・－H20系に関するものがある。　ROY　and　R◎Yは紅柱石について，その安定領域を確

立できなかったが，約400°C以下で過剰な水の存在下ではダイアスポアやカオリナイトの

ようなhydrateが安定で，紅柱石は安定でありえないが，水の不足の場合にはこのような

温度でも安定でありうると述べている。すなわち紅柱石は水の圧力ないし化学ポテンシャル

の商い条件下で比較的高温で形成され，低温では形成されにくいことがわかる。

　以上のことから，わが国におけるろう石鉱床中の紅柱石はすべて後生の熱変成鉱物である

とは断定できないが，紅柱石の産出顕著な鉱床は，ろう石鉱床生成後に花縄岩類の貫入に伴

う熱変成作用をうけた可能性がきわめて強いと判断される。

　なお，勝光山束方の大麗ろう石鉱床は第2図に示した地域より更に東方に存在するが，花

縄岩体（西城町三田付近）に近接した位置にあり，しかも花総岩からの熱変成作用をうけた

形跡が認められない。おそらく大歴ろう石鉱床母岩と付近の花醐岩とは断層で接しているの

であろう。

　鉱床と構造との関係についてみると，層序的な構造支配は受けているが，鉱化作用をもた

らしたと考えられる断層等の構造線は確認されていない。ただし鉱床を切る断層沿いには顕

著な絹雲母化作用が見られる場合があるが，これはろう石鉱床生成後のものである。

　鉱体内においてはコランダム・ダイアスポア・葉ろう石・カオリン・明ばん石は累帯配列

の傾向をもって患現するが，鉱体中の上，下盤側のせまい空閥に特にこれら高温性鉱物と低

●
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温性鉱物が共生する部分があり，鉱床はいわゆるゼノサーマル型のものと考えられる。木野

崎吉郎（1962，1963）によれば，ろう石鉱床は，火山活動に伴う噴気ないし熱水作用によって

比較的浅所で，火山岩類の形成とほぼ同時期に形成されるが，高品位のアルミナ鉱物の鉱化

作用は葉ろう石化作川の間にはさまれて起ったエピソード的現象であると考えられている。

　滝之谷鉱体および西山3号鉱体の下盤には小規模ではあるが，層理と大きく斜交する方向

にろう石化した部分が存在している。この部分は西山3号鉱体西方で，鉱体下盤を横切る道

路雌でよく観察される。このような酸性安山岩類の層理をほぼ直角に切って，鉱体の下盤に

ろう石化部（石芙と僅かの絹雲母・葉ろう石からなる。写真図版1の5参照）が脈状に存在

する亦爽は水燕気または熱水の通路を示すものではないかと考えられる。

　以上の礁実にもとづき，滝之谷・西山3号等の鉱体は，酸性安山岩類の噴出後，流紋岩質

凝灰岩類の噴出前の火山活動の不安定時に，酸性安山岩類中に形成され，その鉱化作用は酸

性安山岩類の地表または地下浅所で，噴気に続いて熱水液の浸潤があった揚所におよんだも

のと考えられ，その余波は僅かに流紋岩類の堆積後にもあったものと思われる。

V．産出鉱石について

A．鉱石の分類

現在鉱石としての経済価仙が認められているものは，アルミナ分の含イ∫量と産出形状によ

り約10種に分類されている。それらは化学組成的には第10図に示すA120rSiO2－H20三

＼
　H，0

A：紅柱石，D：ダイアスポァ，　K：カオリン，　P：葉ろう石

第10図　矢野勝光山産ろう石の化学組成分布図

角ダイアグラム中の4区域に含まれ，各区域内の鉱石は次のように呼ばれている。

（1）区域　a．

（2）　区域　b．

　　　　　C．

　　　　　d．

ディッカイト

含ダイアスポアろう石

虎石（含コランダムろう石）

白ろう石



（3）区域　e．

　　　　　f．

　　　　　9・

（4）区域　h．

矢野勝光山の地質とろう石鉱床について

滝之谷特原石

西山特原石

白粘土
上質原石

（2）（3）（4）区域の破砕混合物

　　　　i．　滝之谷粘土

　　　　j．　西山粘土

B．分類鉱石の性状
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第4表（次頁）に分類鉱石の性状一覧表を示す。

C．鉱　石　各　論

　a．ディッカイト

　乳白～灰白色，半透明，緻密塊状，介殻状断口を示し，きわめて軟質。鏡下では5μ±大

のディッカイト集合体を主とする。集合したディッカイト微品中に30μ～2mm位の粒状ダ

イアスポアが散点することがある。ダイアスポア結品の散点したものは乳白色不透明となり，

ディッカイト結品は20μ±と大きくなっている。良質鉱の周辺部産のものは石英・明ばん

石と共生している。SK　34～36。滝之谷鉱体上盤側の珪化・カオリン・明ばん石化帯に主とし

て産出し，西山東地区の露頭に多く見られ，西山3号鉱体強ろう石化帯の上盤側にも標本的

に産する。

　b．含ダイアスポアろう石

　葉ろう石を主とし，20～25％のダイァスポァを含む。ダイアスポアは，ほとんど淡緑色の

葉ろう石よりなる生地の中に，藤色を呈して，紋型（結品集合形態）に入ることが多く，鏡

下では200μ～1mm位の長針状または200μ±のモザイク状に発達し，葉ろう石またはカオ

リン鉱物に交代されているのが観察される。僅かに絹雲母・残留斑晶状石英を含む。また淡

緑色のろう石生地の中に，乳白色不透明な小パッチ状にベーマイトとカオリンの微晶が集合

したものがある。SK　33～36。滝之谷鉱体の上下盤側に主として産出する。

　c．白ろう石

　葉ろう石を主とし，20～25％のダイアスポアを含む。葉ろう石もダイァスポアも白～灰白

色を呈し，鏡下では30～50μ位の微品粒状ダイアスポアを葉ろう石と少量のカオリン鉱物が

充填する。一部明ばん石を鉱染しているものがある。SK33～35。滝之谷鉱体下盤側および葉

ろう石化帯中に産する。

　d．虎石（含コランダムろう石）

　淡緑色のろう石と濃青色のコランダム集合部とが虎模様のように見られるものが多いが，

コランダム部が点紋状に入ることもある。鏡下では30μ±位のコランダムが葉ろう石および

カオリン鉱物によって交代充填され，コランダム結品の周辺がダイアスポア化しているもの

が見られる。わずかにベーマイトや絹雲母を伴うこともあり，また明ばん石鉱染を受けるこ

とがある。SK　33～35。西山3号鉱体の強ろう石化帯の上下盤に主として産し，時に鉱体内

部および西山束地区に産出する。

　e．滝之谷特原石

　淡緑色で，軟かく，ろう感あり特に良質部で半透明なものもある。鏡下ではほとんど葉ろ

う石よりなり，わずかにダイアスポア・カオリン・石英が見られる。結品には隠微晶質のも

のが多いが，自形，半自形を呈したものと密に集合したものもある。SK　30～32。滝之谷鉱体

o
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葉ろう石帯に主として産する。

　f．、西山特原石

　外観は滝之谷特原石と同様である。ダイアスポアの代りにコランダムがあり，石英は概し

て多い。SK　29～31。西山3号鉱体強ろう石化帯の大半を占める。

　g．白粘土
　白～淡緑色，脂感強く，粘性の大きな粘土で，良質ろう石と珪質ろう石の破砕物を含み，

粘土部分では粒径5μ以下のものが20数％を占めることがあり，X線分析によると，葉ろう石

を主としカオリン鉱物・絹雲冊・石英を含み，長周期粘土が混入することがある。SK30～32。

滝之谷鉱体の葉ろう石・絹雲舟化帯や西山3号鉱体の上盤側弱ろう石化帯に多く産出する。

　h．上質原石
　白色～灰白色で，ろう感にとぼしく，やや硬い。鏡下では約50～60％の葉ろう石・二次生成

石英および母岩の残留斑品状石英・わずかにダイアスポアまたはコランダムとカオリン鉱物・

絹雲母を生じている。SK　29～31。滝之谷鉱体葉ろう石帯の上部および西山3号鉱体に産する。

　i．滝之谷粘土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　主として滝之谷特原石，一部含ダィアスポアろう石・上質原石の採掘時の粉鉱（－25mm）で，

葉ろう石を主とし，石英・カオリン鉱物・ダイアスポア・絹雲母の混じたものである。SK

29～31。

　j．西山粘土

　西山特原石・上質原石の粉鉱で，滝之谷粘土とは鉱物構成の上では，ダイアスポアとコラ

ンダムとが入れ替ったものである。SK　29～31。

　k．明ばん石

　淡紅色～白色を呈し，淡紅色のものには一部半透明なものがある9良質なものは　K206

～8％で，ふっう石英・カオリン鉱物と共生する。滝之谷鉱体のカオリン・明ばん石化帯お

よび西山東地区露頭に産出する。

　　　　　　　　　　　　　　D．各代表的鉱石の試験表

　各鉱石の代表的な試料の化学分析，示差熱分析，X線回折の結果を次の表および図で示す。

この試験は株式会社勝光山鉱業所研究部で実施したものである。

　　　　　　　　　　　　第5表　化　学　分　析　表

名　　　称
lI昏］㎞ Sio2 lA亀ql鴫1 Ti偶i α・1 Na20 1聡・1 Total

含ダイ　ア　ス
ポアろ　う　石
虎　　　　　石

7．70

8．51

49．93

51．21

42．01

40．07

0．04

0．10

0．16

0．22

0．25

0．11

0．13

　一

：
100．22

100．22

滝之谷特原石 6．06 60．25 33．09 0．01 0．34 0．20 0．01
一

99．96

上　質　原　石 4．74 70．39 24．59 0．08 0．31 0．17 0．01
一

100．29

西山特原石 3．86 76．64 19．21 0．02 0．31 0．06 0．Ol
一

100．11

ディッカイ　ト 14．45 45．99 39．34 0．01 0．21 0．06
一 一

100．06

白　ろ　う　石 8．03 47．58 44．23 0．07 0．13 0．28
一 一

100．27

白　　粘　　土 6．03 65．66 26．33 0．05 0．35 0．18 0．11 1．11 99．82

滝之谷粘土 3．90 76．10 19．42 0．12 0．46 0．24 0．01 0．64 100．89

西　山　粘　土 3．88 76．10 19．17 0．07 0．32 0．23 0．Ol 0．66 100．35
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　　　　　　　　　　　　　　　　第12図　X　線　回折　図

鰹轄蹴鰐勒鱗轄雛禦i購諜ランダム，Q、　、i英
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VI．結 語

　矢野勝光山のろう石鉱床は後期中生代白亜紀の火山岩類累層の中，特に球穎状岩を指準層

とする層準中に胚胎する。この層準は広くろう石化作川を受け，脱鉄・脱竣酸の行なわれた

所が経済的に重要な鉱体となっている。またこの層準はその上位を流紋岩質凝灰岩によって

おおわれ，下位には整合的に酸性安山岩類および安山岩類が述続している。これらの火山活

動は海底で行なわれたものではないと考えられている。

　主要なろう石化層準には層理と考えられる平行な板状構造が比較的よく観察される。ろう

石化作川の行なわれた方向は花醐岩その他の貫入の方向，接触面および断層弱線には支配さ

れていない。主要なろう石化作川をうけた部分は，火山岩類噴出時の噴気ないしは熱水作用

の強く行なわれた付近と思われる。鉱体形成の場の必然性の解明はなお今後の問題である。

　鉱床を形成した交代作川は母岩の層準とほぼ平行して行なわれ，鉱体の両盤に対称的鉱物

配列が生じ，アルミナおよび含水アルミナ珪酸壇鉱物の共生する各種の鉱石が形成された。
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図　版　1　説　明

1・滝之谷露天採掘場西南斜面の遠景。

2・滝之谷露天採掘場近景。　右上盤は流紋岩類，正面は珪化鉄鉱染帯で，層理と考えられる板

　状構造は右（南）へ緩傾斜している。

3・滝之谷0番（＃Om坑準）道路横の露頭。　ハンマーより下は珪化岩，上は流紋岩類。流紋

　岩類とろう石珪化岩とは不整合関係。右へ急傾斜の平行な割目は節理。

4・西山3号採掘場西斜面遠景。　剥土跡は大略南へ30°傾斜す。

5・西山3号西方，鉱体の下盤を横切る道路壁の弱変質酸性安山岩露頭。　右へ緩傾斜する層理

　をほぼ直角に横切って白色のろう石化部が生じている。

6．大津恵道路横（三金別れ付近）のろう石化岩露頭。　層理と考えられる板状構造が左へ緩傾

　斜（南へ30°）している。
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図　版　H　説　明

滝之谷鉱体上盤の流紋岩質凝灰岩。　非変質。直交ニコル。

滝之谷一西山間の道路ぞい，割谷奥の球穎状酸性安山岩。　非変質。直交ニコル。

滝之谷鉱体下盤の酸性安山岩質凝灰岩。　弱変質。直交ニコル。

滝之谷鉱床下盤変質球穎状酸性安山岩。　直交ニコル。

西山6号露頭下の球穎状酸性安山岩起源のろう石化岩。　直交ニコル。

西山3号鉱体下盤側弱ろう石化帯中の緑色凝灰岩。　原岩は酸性安山岩質と考えられる。

坑内産。下方ニコルのみ。

以上いずれも顕微鏡写真

　　q：石英

　　F：長石

　　F＋Q：長石と石英の集合体

　　P：葉ろう石

　　Chl：緑泥石

　　Py：黄鉄鉱
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図　版　m　説　明

764坑鉱体下の赤紫色ろう石化岩。　下方ニコルのみ。

滝之谷鉱体上盤側珪化・鉄鉱染帯中の珪質ろう石鉱。　直交ニコル。

滝之谷鉱体の＃20坑道黒ばん帯上部の灰黒色軟質ろう石。　下方ニコルのみ。

西山3号坑，葉ろう石化帯中の上盤側の虎石。　下方ニコルのみ。

西山3号坑，葉ろう石化帯中の下盤側含ダイアスポアろう石。　下方ニコルのみ。

西山3号坑，葉ろう石化帯中の下盤側の虎石。　直交ニコル。

以上いずれも顕微鏡写真

　　Q：石英

　　P：葉ろう石

　　D：ダイアスポア

　　P＋Q：葉ろう石と石英の集合部（微粒）

　　Py：黄鉄鉱

　　C：コランダム
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図　版　w　説　明

滝之谷鉱体葉ろう蕊化帯中部含ダイアスポア青ろう石（小紋型》。

滝之谷鉱体葉ろう石化帯下部含ダイアスポア青ろう石（小紋型）。

滝之谷鉱体葉ろう石化帯下部含ダイアスポア青ろう石（大紋型）。

直交二欝ル。

直交二＝ル。

下方二＝ルのみ。

滝之谷鉱体珪化・カオリン化・明ばん石化帯中のディッカイ1・。ダイアスポア鉱。　下方二

　コルのみ。

5・滝之谷鉱体葉ろう石化。絹雲母化帯中の含ダイアスポア青ろう石。

6．滝之谷鉱体葉ろう石化帯中の最下部白ろう石。　下方xコルのみ。

　　以上いずれも顕微鏡写真

　　　　D：ダイアスポア

　　　　P；葉ろう石

　　　　K．：カオリン

　　　　P＋K：葉ろう石とカオリンの集合部（微粒》

下方二XXルのみ。
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